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１ 天気予報(６月８日仙台管区気象台発表の１か月予報 期間：６月１０日～７月９日) 
 平均気温は高い、降水量、日照時間はほぼ平年並の見込みです。期間をとおして、平年
と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。 
 

２ 水管理 
（１）分げつ期（活着後～７月上中旬） 

○活着後は浅水管理（２～３ｃｍ）で 
水温の日較差を大きくし、分げつの発 
生を促します。 
○寒い日・風の強い日は、やや深水と 
します。 
★生育が停滞している（分げつが遅い、 
発根が弱い、根が黒色に変色）場合は 
土壌中のガスが原因と考えられるため、 
２～３日落水し、ガス抜きしましょう。 

 
（２）有効分げつ決定期～幼穂形成期前（７月上中旬） 

○茎数(コシヒカリ 20 本/株,ひとめぼれ 25 本/株)を目安に中干しを実施しましょ

う。 

★中干しの程度は、田全面に小ヒビが入り、軽く足跡がつくぐらいです。 

★生ワラ施用田や粘質土壌、生育過剰田では強めに、地力のない田や砂質土壌、  

茎数が少ない・葉色が淡い田では軽く干す程度に実施しましょう。 

 
３ 雑草対策 
○残草が目立つ場合には草種に応じて中期剤や後期剤を使用します。残草の種類と葉齢

を確認し使用時期及び施用量を守って使用してください。 

○畦畔等の雑草は斑点米カメムシ類の温床となるため、出穂 10 日前までに数回刈払いを

実施しましょう。 

止水 

☆適切な水管理で有効茎数を確保しましょう！ 
☆残草は早めに除草しましょう！ 
☆いもち病対策をしましょう！ 

灌漑 

ベコ太郎 

【農作業中の熱中症に注意しましょう！】 

県内では毎年５月上旬から農作業中の熱

中症が発生しています。熱中症を正しく理

解し、予防に努めてください。７月～８月

は特に注意が必要です。 

【農薬危害防止運動実施中！6/10～9/10】 

農薬の安全かつ適正な使用、使用中の事故防止及び環境に配

慮した農薬の使用等を推進するため、福島県では、毎年 6 月

10 日から 9月 10 日までの 3か月間、農薬危害防止運動を実施

しています。 



≪移植水稲における除草剤（中～後期剤）の例≫ 

※バイスコープ１キロ粒剤、ツイゲキ１キロ粒剤は、各種雑草の散布適期を確認し使用し

てください。 
適用雑草 除草剤 施用

量 

使用時期 使用方法 本剤の 

使用回数 

ﾉﾋﾞｴ 
ヒエクリーン 

１キロ粒剤 

１kg 

/10a 

移植後 15 日～ﾉﾋﾞｴ４葉期

（ただし、収穫 45日前まで） 

湛水散布又は無人ﾍ

ﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布 
１回 

ｳﾘｶﾜ、ｵﾓﾀﾞｶ、ｸﾛｸﾞﾜ

ｲ、ｼｽﾞｲ、ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ、ﾎ

ﾀﾙｲ、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ、一年

生雑草（ﾉﾋﾞｴを除く） 

バイスコープ 

１キロ粒剤 

１kg 

/10a 

移植後 14～60 日 

（ただし、収穫 45日前まで） 

湛水散布、ごく浅く

湛水して散布又は無

人航空機による散布 

１回 

一年生雑草及び多年

生広葉雑草、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・

藻類による表層はく離 

ツイゲキ 

１キロ粒剤 

１kg 

/10a 

移植後 14 日（稲５葉期以

降）～ﾉﾋﾞｴ４葉期（ただし、収

穫 60 日前まで） 

湛水散布 １回 

○藻類の対策について 

移植直後に藻類が多発生すると水温や地温の低下、苗のなぎ倒し、肥料養分の収奪等に

より分げつを抑制してしまうことがあります。 

【対策１】：中干しを行い、軽く田面を干す。 

【対策２】：藻類（アオミドロ）に登録のある除草剤を散布する。 

≪藻類に登録のある除草剤の例≫ 

薬剤名 適用雑草 施用量 使用時期 使用方法 
本剤の 

使用回数 

モゲトン 

粒剤 

藻類 

（ｱｵﾐﾄﾞﾛ・ 

ｱﾐﾐﾄﾞﾛ） 

２～３㎏/10ａ 
ｳｷｸｻ類、藻類の発生始～発生

盛期（ただし、収穫 45 日前まで） 

湛水散布又は無人ﾍ

ﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布 
３回以内 

藻類による 

表層はく離 

２kg/10a 
藻類・表層はく離の発生時（ただ

し、収穫 45 日前まで） 

水口施用 ３回以内 

１～２kg/10a 
湛水散布又は無人ﾍ

ﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布 
３回以内 

 
４ いもち病対策 
○いもち病は、夏季の低温、多雨、日照不足の気象条件により感染好適条件となります。

葉いもちの早期発見に努め、適期に防除しましょう。置き苗は廃棄しましょう。 

＜予防剤＞ 

箱処理剤を施用していない場合は、水面施用剤で防除しましょう。 

 

＜いもち病の予測＞ 

福島県病虫害防除所ホームページにて発生予察情報を公開しております。 

BLASTAM（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/37200b/blastam-2023.html） 

から確認し、日々の対策にご活用ください。 

 

 

薬剤名 施用量 使用時期 使用方法 本剤の使用回数 

フジワン 

粒剤 
３～５kg/10a 

葉いもちに対しては初発７～10日前、穂いもちに対し

ては出穂10～30日前（ただし、収穫30日前まで） 
湛水散布 ２回以内 

コラトップ 

粒剤５ 
3～4ｋｇ/10a 

葉いもちに対しては初発１０日前～初発時、穂いもち

に対しては出穂３０日前～５日前まで 
散布 ２回以内 

次回発行は７月上旬 （出穂前後の管理、穂肥、病害対策） 


